
洛和会音羽リハビリテーション病院

多様なリハビリテーション
～広がる活躍の場～

洛和会丸太町病院
洛和会音羽病院

施設・在宅
サービス

洛和会ヘルスケアシステムでは、地域を支えるさまざまなリハ
ビリテーションサービスを展開。多様化する地域の需要に応え
られる組織を目指しています。

洛和会音羽病院

洛和デイセンターリハビリテーション音羽

洛和会音羽リハビリテーション病院

洛和会丸太町病院

早期から充実したリハビリテーションを提供し治療
と同時に安心して在宅・社会復帰ができるよう支援し
ます。

治療と並行して集中的なリハビリテーションを行
い、住み慣れた地域での生活の継続・再構築をお手
伝いします。

実際の生活環境で 
リハビリテーション
を行い、安定した生
活が送れるようお手
伝いします。

必要な時期にご利用
いただき、安定した
地域生活を支援し
ます。

通院・通所
サービス

急性期

回復期

生活期

在宅リハビリ（訪問・訪問看護）

通所リハビリ・通所介護

介護老人保健施設

特別養護老人ホーム

介護付有料老人ホーム

介護医療院

急性期

回復期

生活期

医療領域 福祉・地域領域

多角化するリハビリテーション分野、領域についての理解を深め、
多様なニーズに応えられる人材の育成を目指しています。

リハビリテーション
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スタッフ在籍数

呼吸療法認定士
認知症ケア専門士
認知症ケア上級専門士
福祉住環境コーディネーター１級
福祉住環境コーディネーター２級

71人
30人
4人
1人

117人

（R6.4.1 現在） 取得資格 （R6.4.1 現在）

出身校

心臓リハビリテーション指導士
腎臓リハビリテーション指導士
糖尿病療養指導士
介護支援専門員
NST専門療法士
登録理学療法士
認定理学療法士
専門理学療法士
認定言語聴覚士
がんリハビリ研修修了
LSVT研修修了

２人
7人
5人
26人
5人
73人
32人
1人
1人
45人
7人

充実のスタッフ ～私たちと働きましょう～
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大阪
・藍野大学
・大阪行岡医療大学
・大阪医専
・大阪医療技術学園専門学校
・大阪医療福祉専門学校
・大阪電気通信大学
・大阪府立大学
・大阪保健医療大学
・大和大学
・大阪人間科学大学
・大阪リハビリテーション専門学校
・四條畷学園大学
・阪奈中央リハビリテーション専門学校

京都
・京都医健専門学校
・京都大学
・京都橘大学
・佛教大学

兵庫
・甲南女子大学
・神戸大学
・姫路獨協大学
・兵庫医療大学

滋賀
・滋賀医療技術専門学校
・びわこリハビリテーション専門職大学

福井
・福井医療大学
・若狭医療福祉専門学校

高知
・高知医療学院
・高知リハビリテーション学院
・土佐リハビリテーションカレッジ

ハイ         サイヨウ

洛和会ヘルスケアシステム 本部採用教育課
E-mail jinji@rakuwa.or.jp

○新人集中研修

○部門別勉強会

○診療科勉強会

○他部門勉強会

○伝達講習

○ケーススタディ

○院内全員研修会

　　　　　  など

｜ ローテーションシステム ｜ （1年目～3年目）
チーム別教育計画に基づいた指導
急性期（整形・中枢・呼吸循環）・回復期・生活期など

｜ 展開領域のヒアリング ｜ （2回／年）
医療（急性期・回復期・生活期・外来など）
介護（施設・訪問・通所など）

年代別 教育目標

…
◆専門職種として基礎
　的な療法や技術が
　理解でき、確実に
　実施できる
◆社会人・組織人として
　自覚を持つ
◆チームの一員として、
　メンバーシップを発揮する

◆専門療法の一連の
　過程を展開できる
◆実施実績を振り返り、
　専門職種・職域観を
　深める

◆専門性の向上を意識し、
　担当分野の基礎知識
　を得て、動向を知る
◆また、その質の充実に
　向けた活動ができる

◆個人の専門性を伸ばす
◆担当分野の運営に
　ついて意識・理解する
◆リーダーシップを理解し、
　担当する活動や
　後輩指導に生かす

◆主体的に自己啓発し、
　部門の管理・運営の
　知識を身に付ける 
◆専門技術の指導が
　できる

経験1年目 経験2年目 経験3年目 経験5年目 経験7年目

研修の一例

● 法人や施設の基本理念に基づいた行動、心構えを身に付け、社会人、医療
従事者、専門職として必要とされる人材を育成する。

● 地域における顧客の多様なニーズに応えるため、専門領域を追求し、
問題解決をするための知識・技術、実践能力を身に付ける。

● 医療・介護における役割を理解し、他者と協働できる療法士の育成を目指す。

リハビリテーション部門 教育目的
教育

～求められる人材に～
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（数字は人数）
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洛和会
リハビリテーション部
インスタグラム


